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氷河インベントリからみたアジア高山域の気候 
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１．はじめに	
 

近年氷河インベントリが整備されており，さらにそれを利

用した陸域氷体量の推定や，氷河表面低下量を複数の数値標

高データ比較から求めるなど，盛んに行われている．最近で

は世界の氷河インベントリ，Randolph Glacier Inventory
が整備され，最も良く使用されている．特に最近注目を浴び

たのがGardner et al.(2013)による世界の氷河の表面低下を
推定したもので，標高の精度が高い ICEsat (Ice, Cloud,and 
land Elevation Satellite) による数値標高データを使用し
ており，氷河インベントリは Randolph Glacier Inventory
を使用している．Gardner et al. (2013)のアジア高山域の結
果を見ると，これまでアジアの氷河は縮小している報告が多

かったが，カラコラム，西崑崙などは拡大していることがわ

かり，一口にアジアと言っても氷河の変動は地域によりかな

り異なり不均一であることが明らかになってきた． 
	
 しかし，使用されている Randolph Glacier Inventory

の中身を見ると，位置ずれがあったり，氷河の境界を忠実に

なぞったものではない場合も多く，自動抽出にも限界があり，

デブリ氷河の岩屑に覆われている部分が氷河となっていな

い場合もある． 

	
 そこで，GAMDAM プロジェクトでは，主に氷河質量

収支・流出量推定を目標とし，アジア高山域における氷河イ

ンベントリを作成することを第一目標としてきた． 
	
  

２．使用データ	
 

LANDSAT-TM (1999-2003)の可視画像，熱赤外画像，数
値 標 高 デ ー タ に は Shuttle Radar Topography 
Mission(SRTM)を使用しており，SRTM から作成した等高
線や傾斜を参考にして氷河マッピングをしている． 
	
  

３．抽出状況	
 

現在までに，予定の約 79%まで終了した（図１）． 
 

４．河平衡線高度分布	
 

Braithwaite and Raper (2009)は，世界の観測されている
氷河データを整理し，氷河の面積高度分布を２分する氷河中

央高度が氷河の平衡線高度に相当することを示した．これを

参考に，GAMDAM 氷河インベントリの作成済み部分のデ

ータを 0.5×0.5 degreeで整理して，氷河の平衡線高度分布 

 

図１ アジア高山域氷河マップの作成状況 灰色：作成済み、枠
のみ：未作成 

 

         

 
図２ 氷河の中央高度＝氷河平衡線高度分布 
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図４ 平衡線高度での最適な降水量の推定方法 
 

 

 
図３ 平衡線高度分布の比較（黒：GAMDAM氷河インベントリ、赤：Shi et al., (1980)) 
 

 

図５ 平衡線高度における気温と降水の関係を Ohmura et al., (1992)と比較した。赤：APHRODHITEそのままの値。青：最適化した降水
量 
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を示す（図２）．Shi et al., （1980）の平衡線高度分布と比
較すると，良く一致することもわかった（図３）． 
 

５．平衡線高度での最適な降水量	
 

氷河の流出量推定は入力データの一つである降水量の推

定が重要となるため，図４の要領で平衡線高度における最適

な降水量の推定を試みた．推定した降水量を気温と共にプロ

ットする（図５）．APHRDHITE 降水量での解析では，夏
涵養と冬涵養は JJAの降水量が年間降水量に対し 40%を占
めるところで境界がありそうである（図６）．平衡線高度で

の気温と降水量の関係を夏涵養と冬涵養で分けると，夏涵養

の方が近似曲線の傾斜が急になり，夏涵養の方が気候変動に

対する感度が高いことが示された．Ohmura et al., (1992)
の曲線は冬涵養の曲線に近い（図７）． 
 

６．まとめ	
 

アジア高山域における氷河マッピングは 79%完了した． 
氷河の中央高度が平衡線高度を示すという関係を使用し，

平衡線高度における最適化した降水量の推定を行ってみた． 
	
 今後の展望としては，氷河インベントリの完成と修正を

行ない，平衡線高度における降水量を用いて流出の推定を行

う． 
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図６ APHRDHITE降水量、年間降水量の中で JJAに占める降水量の割合（氷河抽出少量部分のみプロット） 
 
 

 
図７ 平衡線高度での気温と降水量の関係。夏涵養と冬涵養で分け
る 


